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N E W SN E W S認定NPO更新のご報告
マドレボニータはこのたび、東京都の審査を経て、5年⽬の「認定
NPO法⼈」更新を⾏いました。

「認定NPO法⼈」とは、NPO法⼈のうち「⼀定の基準を満たして
いる」と所轄庁（都道府県・政令市）が認めた法⼈で寄付者の⽅に
税制優遇が認められています。�2023年度06⽉末現在、⽇本のNPO
法⼈数が50,187団体、そのうち認定NPO法⼈は1,272団体と、わず
か2.5%です。

2017年11⽉に認定を受けて以来、事業の公益性と、多くのご⽀援
者の存在、�そして適切な運営体制を認めていただき、晴れて更新
に⾄りました。

更新にあたっては、1年以上前から認定NPO法⼈更新プロジェクト
を始動。キックオフを⾏い、準備に取り組んでまいりました。��

コロナ禍、かつ2020年からの体制変更に伴い書類の現状把握にも
苦戦した中、あたたかく伴⾛していただいた�有限会社サテライ
ト・オフィスの池本様・⼤庭様に⼼よりお礼を申し上げます。

そして何より、⽇頃より活動を⽀えてくださいましたご⽀援者の皆
さまに⼤変感謝しております。�

すべての家族に産後ケア
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いつもあたたかいご⽀援をありがとうございます。まだまだ
コロナ感染の声は聞かれるものの、少しずつコロナ前の活気
が戻ってきた様⼦があちこちで⾒られた夏でしたね。私も4年
ぶりに開催された地元の花⽕を眺めながら、この景⾊が当た
り前でないことをしみじみと噛み締めた夏でした。

産後ケア教室でも少しずつ、マスクを外し、⾚ちゃんを真ん
中に囲むといった、コロナ禍以前の景⾊が戻ってきました。
お互いの表情を⾒ながら弾む、語る。そこには私たちが思っ
ていた以上に、安⼼感と⼀体感、つながる⼒、そして次のス
テージへのパワーが⽣まれることを再確認しました。

“産後ケア教室をもっと多くの産後⼥性に届けていきたい��
そんな気持ちを強くした今年度は、改めて⾃分たちのミッシ
ョンとビジョンをじっくりと⾒直してきました。⼀組でも多
くの産後家庭に産後ケアを届けていくためには、
何ができるのか？誰とどう進めていくのか？を
⽇々考えながら、来年度の事業計画を⽴ててい
るところです。
みなさまからのご⽀援もとても⼤きな⼒となっ
ております。引き続き産後ケアを広める仲間と
して、⼀緒に盛り上げてくださると嬉しいです。
どうぞよろしくお願いいたします。

共同代表理事 ⼭本裕⼦ 共同代表理事 中桐昌⼦

ごあいさつ
⽇頃よりマドレボニータを応援くださり、ありがとうござい
ます。
今年度は5年前に取得した東京都「認定NPO法⼈」更新とい
う、団体にとっても⼤きな節⽬を迎える年となりました。組
織のガバナンス体制はもちろん、広く社会の利益に貢献でき
ているか、広く市⺠からの⽀援を受けているか、など様々な
項⽬での審査がありました。
無事に認定更新できたのも「産後ケア」を起点に社会をより
よくしたい！と想いを共にしてくださるみなさまからの応援
があってこそ。改めて感謝の気持ちをお伝えしたいと同時
に、引き続き、公益性を⽣み出す組織として進化していきた
いと思います。

また、今年度の⼤きな取り組みとして、「夫婦のための産後
ケア」啓発・実現のため、『産後⽩書4』を全国の⾃治体にお
    

ぜひ引き続き、「すべての家族に産後ケア」の�実現に向け、ご⽀援・ご参画をいただけましたら⼤変嬉しく存じます。��

届けしました。⾃治体と意⾒交換をする中でも
「産後ケア」⾃体の拡充の難しさを改めて感じ
ています。
「産後ケア」が当事者である⼥性だけでなく、
夫婦、地域、社会全体の課題と認識され、社会
全体で取り組める社会実現のため、マドレボニ
ータとして今後も⼀歩ずつ、着実にその歩みを
進めてまいります。



研究開発事業

皆さまのお名前や応援メッセージを
追加しました！

全国2,400か所に発送しました

2022年6⽉から7⽉にかけて⾏ったクラウドファンディン
グ「『産後⽩書4』を47都道府県へ届けて夫婦のための産
後ケアを実現したい！」ではたくさんの⽅からご⽀援を
いただきありがとうございました。

2022年秋、全国の⾃治体から⼀軒⼀軒リストアップし、
合計約2400か所にものぼる
・⺟⼦保健センター
・⼦育て世代包括⽀援センター
・男⼥共同参画センター
等へ『産後⽩書4』や資料を発送・配布しました。

デザイナーさんには、今回ご寄付いただいた⽅のお名前
や応援メッセージなどを新たに冊⼦に追加していただき
ました。

クラウドファンディング報告会

配布実績 � ( 2 0 2 3 年 7⽉現在）

『産後⽩書4』を⼿に取った⾃治体関係者さまより「産後⽩書4
のデータを活⽤して産後ケアを促進したい」「地域の産後家庭
にご案内したい・全数配布したい」とうれしい問い合わせをい
ただいております。

6⽉1⽇にはクラウドファンディング報告会をオンラインで開
催。⾃治体との協働報告や、⽀援者の皆さまへ感謝の気持ちを
改めてお伝えししました。

「産後⽩書４」を47都道府県へ！

・⿅児島県さつま町 
⽩書チラシ�100枚発送（妊婦教室にてチラシ配布）

・愛知県美浜町 
⽩書4冊発送（⼦育て⽀援施設４ヶ所にて閲覧⽤）

・岐⾩県⽩川村 
⽩書30冊発送（新⽣児訪問での配布、「ママと⾚ちゃんのサ
ロン」（妊婦＆産後1年未満の⽅を対象にした広場）での配布
（⽉1回開催・岐⾩の助産師さんを招いて開催）

・独⽴⾏政法⼈国⽴⼥性教育会館 
1冊発送（蔵書として寄贈）

・北海道上⼠幌町 
50冊発送（令和５年度の⺟⼦⼿帳交付者に配布）

・神奈川区地域⼦育て⽀援拠点かなーちえ 
100冊発送（産前のプログラム受講者に配布）

・愛知県助産師会 ⽩書チラシ�540枚発送（会員に配布）

男⼥共同参画センター横浜北�
アートフォーラムあざみ野さま（神奈川）

法⼈会員・⾦⼦レディースクリニックさま（東京）

会員グループ「マドレボニータ東海TOMOS」のメン
バーと四⽇市市役所さま（三重県）を訪問
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教室事業

マドレボニータの復職⽀援プログラムは、これまで7社に導⼊いただいております。
単発での講座開催も含めると、19社に活⽤されました。

復職⽀援プログラム詳細は以下の公式サイトをご覧ください
https://www.madrebonita.com/reinstatement-program

横浜ゴム株式会社様・育休中の社員ならびに社員の配偶者対象

ご担当者の声
ご担当の渋⾕南さん（ダイバーシティ推進タスク）からは今回の導⼊理由として、以下のコメントをいただきました。

マドレボニータさんの講座は、育休を「復職への準備期間」ととらえ、産前から準備する⼤切さについて学び
ます。⼼⾝の回復について⾃覚的に取り組むことができるすばらしいプログラムです。
ぜひ多くの社員に利⽤してもらい、元気に復職できるよう応援したいと思います。

「復職⽀援プログラム」導⼊

この春、横浜ゴム株式会社様が「従業員向け復職⽀
援、育児両⽴⽀援、および⼥性活躍推進、男性社員
の育児休業取得推進」を⽬的として、育休中の社員
ならびに社員の配偶者（事実婚および同性パートナ
ー含む）を対象に、以下の2つのプログラムを導⼊さ
れました。

●マドレボニータの「産後ケア教室」
 4回コースの受講料全額補助
対象：育休中の社員ならびに社員の配偶者（事実婚
および同性パートナー含む）
教室は対⾯とオンラインのどちらかから選択可能。

●オンライン視聴版「産前講座」の導⼊
産後の実態と必要な準備、育休中の過ごし⽅とパー
トナーの⽀え⽅、よりよいキャリアの変換点にする
ための産育休中の過ごし⽅やパートナーシップなど
を学べる動画講座です。

今年度の受講者数（2023年6⽉末時点）

（単位：⼈）
■対⾯・4回コース教室�■オンライン教室�■対⾯・単発講座� �
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上記の内容は以下プレスリリースから引⽤しています 
「横浜ゴム株式会社がマドレボニータ「復職⽀援プログラム」を導⼊」https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000020.000036840.html

https://www.madrebonita.com/reinstatement-program
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000020.000036840.html


養成事業

今⽇の講義ではほとんどの時間を、みんながそれぞれ
「どんな場つくりをしたいか」「何を伝えたいのだろう？」を
とことんアウトプットする！ことに費やしました。
�
「お互いが当事者意識を持つために、⼿伝ってという⾔葉は使わないようにしている」
という⾔葉を⼤切にしていることや、「男性側の声ももっと⼤切にしたい」視点など
�
どんな産後を迎えるか、産前から夫婦で考えて取り組むためには？
いろんな視点、それぞれの想いがあふれて発⾒することがいっぱい。
�
「産後の準備」というけれど、その先の⼈⽣いくらでも新しい課題がやってくる。
夫婦でその課題をどうやって乗り越えるか、その⼤切なチャレンジが「産後」。
�
だから、グッズを揃えるとか、家事の分担を決めておくことだけが
産後の準備じゃないんだな〜っと改めて気づきをもらった養成スクールでした。

（講座アシスタント：中川奈津⼦インストラクター）

養成事業

あなたも産後ケアの
伝え⼿になりませんか？

『産後セルフケアアドバイザー』養成スクール
第五期は2023年秋開催予定です。
養成スクール資料請求はこちら▶▶▶

産後セルフケアアドバイザー18名誕⽣

2022年9⽉〜12⽉に『産後セルフ
ケアアドバイザー』養成スクール
3期、2023年1⽉〜3⽉に4期を開
催。合計18名の産後セルフケアア
ドバイザーが誕⽣しました。

プログラムは回を重ねるごとに改
良を続けています。第3期には
『対話の場づくり』の回を新設、
『産後セルフケアアドバイザー�』
第1期⽣でマドレ応援団の橋本和
良さんにアシスタント参加いただ
きました。
（詳しいご報告はこちら）

産後ケアの担い⼿を養成
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2 ⽉ 2⽇開催 � �
「マドレ式両親学級のからくりを紐解く」

講座⾵景ご紹介

産後セルフケアインストラクター養成コース

2年ぶりに産後セルフケアインストラクター養成スクールが開講しました。
夏までにスクールカリキュラム前半を終えて、実技試験、再試験と進めてきましたが、今期は残念ながら合格者が出ずに、
養成スクール終了という判断をしました。

残念な結果ではありますが、クオリティは維持しながらも、新しいインストラクターを育成していけるシステムを引き続き
構築していきます。

スクール3期の修了式 スクール4期の講座⾵景
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2023年6⽉10,11⽇に⽇本NPO学会の第25回研究⼤会が京都産業⼤学で開催さ
れ、マドレボニータは初めて参加しました。1⽇⽬は共同代表の⼭本裕⼦が、⼀
般社団法⼈World�In�You�の�「創発を促す⾮営利組織のガバナンス：多様なセ
クターの⼈材が参画する価値と可能性」�というセッションに、ボードフェロー
プログラム第1期の参加団体のパネリストとしてオンライン発表しました。�

2⽇⽬は、理事・組織基盤担当の永野間が、実践報告にて�『事業承継後の組織
運営について�〜理事改選において誰もが組織運営を�⾃分ごとにするための⼯
夫〜』を発表しました。�（発表の要旨はこちらの資料のP.82からご覧いただけ
ます）

NPO、NGO、ボランティア、フィランソロピーなど、⺠間⾮営利活動に関する
研究および活動成果の発表と交流、教育の普及を⾏い、もって社会に貢献する
ことを⽬的とした⽇本NPO学会の研究⼤会で、様々な研究をされている⽅々に
向けて、私たちが運営現場で実践して得た気づきや学び、課題を発表すること
で、今後の運営のヒントとなる⾮常に有意義なご質問も多くいただきました。�

⼤会運営委員の⽅からは、この�学会”が、実践と研究をつなぐ場になれたら…
という希望をお聞きし、そのおもいにも⾮常に強く共感しています。�これまで
私たちが他団体や、さまざまなセクターのみなさんから多くの知⾒とアドバイ
スをいただいてきたように、私たちマドレボニータの活動において、悩み、奮
闘してきたことの数々が、�誰かのお役に⽴てると幸いです。

2023年5⽉10⽇に開催された「エクセレントNPO⼤賞授賞式」（主催：「エクセレント
NPO」をめざそう市⺠会議�）にて、マドレボニータは「課題解決⼒賞」に選ばれまし
た。

本賞は、「⾃⼰評価を⾏いながら質の向上をめざす⾮営利組織を応援し、その活動を社会
に『⾒える化』することを⽬的」とされており、15の評価基準に基づいた⾃⼰評価書をも
とにエントリーさせていただきました。マドレボニータは4度⽬の挑戦でノミネートさ
れ、選出された５団体の中から、⾒事「課題解決⼒賞」を受賞することができました。

表彰式では、共同代表の⼭本が「コロナ禍で⼿探りの経営をしてきた３年だったが、産後
の家族に産後ケアを届けていきたい⼀⼼で⽬の前のことにひとつひとつ取り組んできた。
たくさんの⽅のご⽀援をいただきながら、きょうこの場に⽴たせていただいていることに
感謝したい」とご挨拶させていただきました。

今後とも「課題解決⼒賞」の名に恥じぬよう、産前産後が起点となる社会問題の解決に取
り組んでまいります。

⽇本NPO学会�第25回研究⼤会にて発表

表彰式に出席した共同代表の⼭本と
スタッフの増⽥

第10回エクセレントNPO⼤賞「課題解決⼒賞」受賞

組織運営・広報

学会では、マドレボニータファウンダーで現NPO法⼈シングルマ
ザーズシスターフッド代表の吉岡マコさんと理事の佐藤絵理さん
ともご⼀緒しました。マドレボニータ理事の⻑野とスタッフの⽊
村も応援に駆けつけました。

社会課題の解決に向けて第⼀線で活動しているソーシャルセクター監修のもと制作した、社会
問題やSDGsを楽しく学ぶことができる絵本のシリーズ「SDGsえほん」に参画させていただき
ました。制作した絵本は、Yogibo様をはじめとした企業スポンサーからのご⽀援により、紙の
絵本、電⼦書籍（ダウンロードはこちら）、読み聞かせ動画（視聴はこちら）を【無料】でお
届けするプロジェクトです。マドレボニータの他にも社会活動に尽⼒されるNPO法⼈さんが参
画され、全10作品がリリースされています。

完成したのは絵本「みんなでうみそだてる〜ペンギンのおはなし」。世界⼀過酷と⾔われてい
るペンギンの⼦育て。そんなペンギンの⽣態系と重ね、出産前、産後の育児も、⺟親だけのこ
とではなく、⽗親、そして社会で⽀えていくものだということをお伝えすべく、夫婦や社会で
⼦育てをする様⼦を描いた物語です。

「産後ケア」、そしてその先の⼦育てを家族で、そして社会全体で⽀え合う⼤切さをこどもた
ちにもわかりやすく伝えたい！そんな想いを⼤切にしながら株式会社イースマイリーの制作チ
ームの皆さんと⼼を込めて創り上げた⼀冊です。ぜひご覧ください！

「SDGSえほん」プロジェクトに参画
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▼電⼦書籍▼
ダウンロード

▼読み聞かせ▼
動画

https://janpora.org/meeting/pdf/sum25_3.pdf
https://www.kobo.com/jp/ja/series/Ld7m9gWjU1CxfAqq-DrrWA?fbclid=IwAR1WhlZGDEDcR5RqpeLl2miVfLqqijDnl1boC8qIUCmP7DqS3VZLBSL3ZCM
https://www.youtube.com/playlist?list=PLGlJyzV1FQil9Ke1mwuOdFJ8T6SB23vCk


2023年3⽉5⽇に東京マラソン2023が開催されました。マドレボニータのチャリティランナー
として⾛ってくださる皆さんを応援すべく、3⽉2⽇から4⽇まで開催された東京マラソンEXPO
2023でのブース出展や、当⽇の沿道応援、フィニッシュ後のチャリティラウンジ開設を⾏いま
した。

ランナーの皆さま、沿道から熱い声援を送られていた皆さま、そして多くのボランティアの皆
さまの熱気に直に触れることができ、この場の持つパワーに勇気と元気をいただきました。

マドレボニータのチャリティランナーとしてご参加くださった皆さま、本当にありがとうござ
いました。また、ゆるラン部のみなさま、朝活バランスボール部はじめ教室OGのみなさまに
は、沿道の応援団などたくさんのご協⼒をいただき、ありがとうございました。

今回マドレボニータが掲げた「⺟になっても�楽しさも快適さも�追い求めていい」のメッセー
ジとともに、すべての家族に産後ケアを届けるべく、これからも活動してまいります。

マドレボニータは、来年開催の東京マラソン2024チャリティの寄付先団体になりました。東京
マラソン2024でもチャリティランナーの皆さまを応援すべく、ボランティアの皆さまのお⼒も
いただき取り組んでいく予定です（チャリティランナー募集は終了しております）。

▼マドレボニータは、東京マラソン財団チャリティRUN�with�HEART�の寄付先団体です。
https://www.runwithheart.jp/

©TOKYO�MARATHON�FOUNDATION

東京マラソン2023チャリティ

会員・寄付

マドレボニータはいつも多くの会員の皆さまからの応援に⽀えられて、活動ができています。
さらに、その会員の⽅が中⼼となって全国各地で産後ケアを伝えてくださっています。

この度、北海道オホーツク地域を中⼼に活動している「マドレ・オホーツク」の皆さんが
ソロプチミスト⽇本財団さまの「社会ボランティア賞」を受賞しました！！！

いつもパワフルさとユーモアを持ってそして何より運営メンバーの皆さんがとても楽しそう
に、⽣き⽣きと活動される姿に今やオホーツクだけでなく、全国の多くの産後のご家族がエン
パワメントされています。

マドレ・オホーツクではマタニティ&産後の⽅に向けた講座、両親学級の企画/運営や産褥ヘル
プに読書会など…様々な活動を⾏っています。ラジオFMあばしりでは毎⽉第3⽉曜⽇15:00〜
15:30放送の『マドレ・オホーツクの産後GO!GO!』も放送中です。
（アプリで全国から視聴可能！詳細や放送予定は右のInstagramをご覧ください）

会員グループ「マドレ・オホーツク」の皆さんが
「社会ボランティア賞」を受賞

マドレ・オホーツクの
Instagramはこちら！

マドレボニータの公式サイトに
英語のページを公開しました。

「産後⽩書１」を英訳した「A
Study�on�Postpartum�Life」
のPDFもダウンロードしていた
だけます。

公式サイトのメニューバーから
「English」を選んでくださ
い。英語で活動を紹介したいと
きなどぜひご活⽤ください！

公式サイトに英語ページができました
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※東京マラソン2023の様⼦

https://www.runwithheart.jp/


会報「マドレ通信」第23号�
編 集：新井和奈、井端梓、北澤ちさと、桐原沙織、⻑野奈美、
中桐昌⼦、中川奈津⼦、永野間かおり、宮澤千尋、⼭本裕⼦

発⾏⼈ �特定⾮営利活動法⼈マドレボニータ
住 所���  〒150-0001�
      東京都渋⾕区神宮前6-23-4�桑野ビル2階
公式サイト http://www.madrebonita.com� 
メール   info@madrebonita.com（事務局）

読み終えた本で応援『チャリボン』

株式会社バリューブックス様が展開する『チャリボン』、マド
レボニータも寄付先団体の⼀つです。本を通していただいたご
寄付は産後ケアの普及のため⼤切に使わせていただきます。

寄付する⽅法は、本を箱につめてWEB上で集荷依頼を⾏うだ
け。本だけではなく、CD、DVD、ゲーム、はがき（本などと⼀
緒に）もご寄付いただけます。

▶▶▶チャリボン」ご寄付⽅法・お申込みはこちら
https://www.madrebonita.com/charibon

活動をご⽀援ください
マドレジャーナルWEB版

事務所を移転しました

3⽉下旬より事務所を移転いたしました。

【新住所】
〒150-0001 東京都渋⾕区神宮前6-23-4�桑野ビル2階
【代表電話】
050-5316-1247（電話番号の変更はございません）

なお、従来よりリモートワークを継続しており、上記住所に弊
団体スタッフは常駐しておりません。ご連絡は事務局メールア
ドレス（info@madrebonita.com）にて承ります。

正会員の皆さまへ
●マドレジャーナルを執筆してみませんか？
執筆のご希望やご相談は随時お受け付けしております。

▶▶▶こちらのフォームからご連絡ください。

●全てのバックナンバーが閲覧可能に
過去のマドレジャーナルやニューズレターを閲覧できる
「マドレジャーナル・デジタルアーカイブサイト」を公開
しました。
https://www.madrebonita.com/archive

アーカイブサイトの閲覧にはパスワードが必要です。
▶▶▶ご不明な⽅はこちらのフォームから
   お問い合わせください。 

Facebook Instagram Twitter

SNSでも情報発信中！

会報誌「マドレジャーナル」は従来紙の冊⼦で発⾏していまし
たが、2020年よりWEBでの発⾏となりました。正会員の皆さま
や会員チームの皆さまが、産後ケアやコミュニティでの活動や
知⾒を公開できるメディアです。

▶▶▶こちらからお読みいただけます
https://www.madrebonita.com/madrejournal-web

第3号 
マドレ式�事業承継の奇跡（軌跡）
〜『今すぐ事業承継したい』⼈も『いずれは事業
承継を…』な⼈も〜（2022年4⽉発⾏）

第1号 
コロナ禍の『とりくむ産後ケア』を考える
NPO法⼈マドレボニータ�オンライン産後ケア
教室の挑戦

第2号 
コロナ禍でも、コロナ禍だからこそ届けたい
『産後のリアル』
マドレ・オホーツク初、⾃治体とのコラボ＆
オンライン両親学級開催までの歩み

お勤め先でございませんか？
企業からのご寄付・助成⾦の推薦

皆さまのお勤め先や、労働組合・健康保険組合などで、社会貢
献活動団体への寄付・マッチングギフト・助成制度などのお取
り組みがあれば、ぜひご協⼒をお願いいたします。お繋ぎいた
だける場合はマドレボニータ事務局までお知らせください。
（info@madrebonita.com 担当・北澤）

事務局よりお知らせ
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単発でのご寄付も随時お受付しております
●銀⾏振込でのご寄付
ゆうちょ銀⾏ 10190 37231
(他⾏からのお振込は 〇⼀⼋�店（ゼロイチハチ店）普通 0003723）
または

三井住友銀⾏ 永福町⽀店 普通 7231754

いずれも⼝座名義 特定⾮営利活動法⼈マドレボニータ

●クレジットカードでのご寄付
▶▶▶ご寄付⽅法・お申込みはこちら
https://www.madrebonita.com/donate
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https://www.madrebonita.com/charibon
https://www.madrebonita.com/archive
https://www.madrebonita.com/madrejournal-web
https://www.madrebonita.com/donation-offers

